
会
　
　
告

　
平
成
八
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ

び
総
会
は
、
予
定
通
り
、
十
一
月
二
日

目
土
）
午
後
蝸
時
よ
り
芝
蘭
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
開
講
演
は
小
野
山
節
、
原
秀
三
郎

の
両
氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
な
わ

れ
、
盛
会
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

型
式
学
と
写
実
的
表
現

　
　
　
　
　
　
　
小
野
山
節
氏

王
権
と
東
方
へ
の
道

　
　
　
　
　
　
　
原
秀
三
郎
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開

催
さ
れ
た
秋
期
定
例
の
理
事
評
議
員
会

に
お
い
て
、
平
成
八
年
度
会
務
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
八
年
度

　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

型
式
学
と
写
実
的
表
現

小
野
山
　
節

　
考
古
学
研
究
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
型
式
学

は
、
濱
田
耕
作
『
通
論
考
古
学
』
（
一
九
二
二
）
や

モ
ソ
テ
リ
ゥ
ス
（
濱
田
耕
作
訳
）
『
考
古
学
研
究

法
』
（
「
九
〇
三
、
訳
～
九
三
二
）
に
明
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
e
単
簡
自
然
的
な
も
の
か
ら
複

雑
人
為
的
な
も
の
へ
と
、
⇔
退
歩
堕
落
、
の
二
つ

の
原
則
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
梅
原
末
治
先
生
は
、

こ
の
原
則
を
各
種
の
遺
物
の
研
究
に
適
用
し
て
多

く
の
業
績
を
挙
げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
成
果
の

な
か
に
は
、
そ
の
後
の
発
見
と
研
究
の
進
展
に
よ

っ
て
成
立
し
難
く
な
っ
た
も
の
、
例
え
ば
戦
国
式

銅
器
を
飾
る
小
鳥
の
写
実
的
表
現
を
ス
キ
タ
イ
か

ら
の
新
要
素
の
侵
入
と
解
釈
す
る
見
方
や
股
代
青

銅
器
文
様
の
浮
彫
的
表
現
か
ら
平
面
的
表
現
へ
と

い
う
、
現
在
で
は
そ
の
逆
が
定
説
と
な
っ
た
変
遷

観
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
一
九
五
九
年
に
筆
者
が
、
古
墳
蒋
代
馬
具
の
編

年
を
試
み
た
さ
い
当
惑
し
た
の
も
、
右
の
原
則
に

基
づ
く
編
年
観
で
あ
っ
た
。
写
実
的
表
現
の
透
彫

文
様
を
も
つ
壷
紆
塚
出
土
の
鞍
金
具
を
一
括
遺
物

で
あ
る
青
銅
藍
梓
の
銘
文
か
ら
五
世
紀
初
め
と
し
、

他
の
透
彫
文
様
を
も
つ
鞍
を
そ
の
変
化
形
、
つ
ま

り
隠
代
の
降
る
も
の
と
す
る
見
方
で
あ
る
（
小
林

行
雄
「
上
代
日
本
に
お
け
る
乗
馬
の
風
習
」
　
『
史

林
』
3
4
1
3
、
一
九
五
一
）
。
こ
の
編
年
観
を
考

慮
の
外
に
お
き
、
馬
具
の
他
の
特
微
を
重
視
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
の
が
筆
者
の
編
年
で
あ
る
（
小
野
山
「
馬
具

と
乗
馬
の
風
習
」
小
林
編
『
世
界
考
古
学
大
系
』

3
、
一
九
五
九
）
。
こ
の
編
年
に
よ
る
と
古
墳
時

代
鞍
金
具
の
透
彫
文
様
は
、
簡
便
化
し
た
表
現
か

ら
写
実
的
表
現
へ
と
変
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
従

来
の
型
式
学
か
ら
み
る
と
そ
の
原
則
に
反
す
る
。

　
当
時
は
、
造
形
芸
術
に
写
実
的
表
現
と
抽
象
的

衰
現
の
傾
向
を
認
め
、
両
傾
向
を
対
照
的
に
理
解

し
て
そ
の
意
義
を
論
ず
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

考
古
学
者
鍛
ヘ
ル
ネ
ス
は
こ
の
こ
傾
向
に
そ
れ
ぞ

れ
写
実
主
義
と
幾
何
学
様
式
と
名
づ
け
て
、
写
実
町

主
義
が
狩
猟
民
1
一
遊
牧
民
の
、
幾
何
学
様
式
が
農

耕
昆
の
表
現
形
式
で
あ
る
と
規
定
し
た
（
「
九
…

五
）
。
美
術
史
家
に
あ
っ
て
も
W
ヴ
ォ
リ
ソ
ゲ
ル

は
こ
の
二
傾
向
を
感
情
移
入
の
芸
術
と
抽
象
芸
術

と
命
名
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
西
洋
芸
術
と
東
洋
芸
術

の
特
微
を
示
す
も
の
と
主
張
し
た
（
…
九
〇
八
）
。
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し
か
し
こ
の
二
傾
向
は
、
こ
れ
ら
の
見
解
と
は
違

っ
て
歴
史
的
に
継
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば

バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
紀
元
前
四
千
年
紀
後
半
か
ら
前
二

千
年
紀
半
ば
に
つ
い
て
、
ま
た
黄
河
中
流
域
の
紀

元
前
後
の
｝
千
年
紀
に
つ
い
て
み
る
と
、
変
形
志

向
（
幾
何
学
様
式
・
抽
象
）
↓
写
実
志
向
へ
（
写

実
主
義
・
感
情
移
入
）
↓
変
形
志
向
↓
写
実
志
向

↓
の
動
き
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
写

実
志
向
の
時
代
は
そ
の
社
会
が
対
外
的
に
広
く
発

展
し
、
そ
れ
に
続
く
変
形
志
向
の
芸
術
表
現
を
廉

み
だ
し
た
祉
会
は
、
「
荒
廃
と
分
裂
の
衰
退
期
」

に
当
る
。
変
形
志
向
の
時
代
は
再
び
写
実
志
向
の

時
代
へ
と
転
換
す
る
。
写
実
志
向
の
戦
国
・
秦

（
始
皇
陵
の
兵
馬
桶
）
・
前
漢
か
ら
、
三
角
縁
神

獣
鏡
の
鏡
面
の
反
り
が
示
す
よ
う
に
変
形
志
向
の

頂
点
、
魏
を
へ
て
、
南
北
朝
か
ら
階
唐
へ
と
写
実

志
向
の
傾
向
を
強
め
て
ゆ
く
。
先
述
し
た
鞍
金
具

透
彫
文
様
の
変
化
は
、
こ
の
動
き
に
対
応
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
方
を
時
間
的
、
空
間

的
に
広
げ
る
と
、
　
二
〇
世
紀
の
西
欧
は
す
で
に

「
衰
退
期
」
に
は
い
っ
て
お
り
、
や
が
て
日
本
も

そ
れ
に
続
く
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
型
式
学
の
譲
許
鋼
は
北
欧
や
エ
ジ
プ
ト
の
先
史

時
代
の
よ
う
に
、
他
の
地
域
か
ら
強
い
影
響
を
受

け
た
文
化
の
研
究
か
ら
編
属
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
文
開
の
中
心
地
を
含
め
て
型
式
学
に
有
効
性

を
も
た
せ
る
に
は
、
第
三
の
原
野
が
必
要
と
な
る
。

変
形
志
向
か
ら
写
実
志
向
の
表
現
へ
、
ま
た
そ
れ

ら
の
表
現
に
よ
る
装
飾
へ
と
い
う
変
化
を
、
型
式

学
の
第
三
の
原
則
と
し
て
加
え
る
こ
と
を
提
案
し

た
い
。

　
ま
た
変
形
志
向
と
写
実
志
向
の
時
代
を
文
明
の

㎝
つ
の
単
位
と
し
て
地
域
ご
と
の
時
代
区
分
を
し

て
み
る
と
、
現
在
と
近
い
将
来
に
お
け
る
世
界
の

動
き
を
知
る
重
要
な
手
掛
り
が
え
ら
れ
る
も
の
と

考
え
る
。

王
権
と
菓
方
へ
の
道

　
i
日
本
古
代
国
家
の
成
立
過
程
を
見
直
す
ー
ー

原
　
秀
三
郎

　
戦
後
五
〇
年
を
経
た
日
本
の
古
代
史
研
究
は
、

古
代
国
家
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
み
る
聴
、
　
「
考

古
栄
え
て
紀
・
記
亡
ぶ
」
の
一
語
に
尽
る
か
の
観

が
あ
る
。
私
は
こ
の
十
余
年
、
静
岡
県
史
編
纂
窮

業
に
か
か
わ
り
、
地
域
と
王
権
の
問
題
に
取
組
み

な
が
ら
、
併
せ
て
臼
本
古
代
国
家
の
成
立
過
程
や

日
本
列
島
の
未
開
と
文
明
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

て
き
た
。
そ
の
申
で
、
紀
・
記
伝
承
の
復
権
と
日

本
近
代
史
学
の
見
臓
し
、
さ
ら
に
は
理
論
的
枠
組

み
の
変
換
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
。
こ

の
報
告
は
そ
の
試
み
の
一
つ
で
あ
る
。

　
地
域
と
王
権
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
さ
け
て

通
れ
ぬ
問
題
に
四
道
将
軍
と
日
本
武
尊
の
伝
承
お

よ
び
国
造
・
県
主
が
あ
る
。
四
道
将
軍
の
伝
承
は
、

記
は
三
道
へ
の
派
遣
と
す
る
な
ど
紀
・
認
に
若
干

の
相
違
は
あ
る
が
（
表
1
）
、
大
筋
に
お
い
て
は
、

皇
族
将
軍
を
、
棄
方
は
会
津
か
ら
西
方
は
吉
備
に

至
る
地
域
に
派
遣
し
た
と
し
て
お
り
、
崇
神
朝
に

お
け
る
政
治
的
支
配
圏
が
東
は
会
津
、
西
は
吉
備
、

北
は
丹
波
、
南
は
お
そ
ら
く
紀
俳
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
、
こ
れ
が
王
権
初
期
の
政
治
的
版
図
と
し
て

意
識
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
　
一
方
、
崇
神
天

皇
の
隈
笹
性
に
つ
い
て
は
、
記
の
伝
え
る
崩
年
干

支
の
戊
寅
年
を
二
五
八
年
と
す
べ
き
こ
と
が
埼
玉

稲
荷
山
古
墳
鉄
剣
銘
文
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
（
田

中
卓
説
）
、
確
実
性
を
増
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
勘

案
す
れ
ば
、
大
和
王
権
の
成
立
は
三
世
紀
前
半
に

あ
り
、
そ
の
版
図
は
四
道
将
軍
の
派
遣
範
囲
に
ほ

ぼ
重
る
こ
と
、
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
古
墳
文
化
の
成

立
年
代
が
こ
れ
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
そ
の
意
義

の
解
明
に
革
新
と
前
進
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
な

ろ
う
。
ま
た
、
崇
三
朝
に
は
じ
ま
り
垂
仁
慈
に
成

立
し
た
と
さ
れ
る
伊
勢
神
宮
の
前
罪
は
三
世
紀
後

半
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
（
田
中
卓
説
）
、
こ
こ
に
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表
1
　
紀
・
記
に
見
え
る
四
道
将
軍

日
　
本
　
書
　
紀

丹西東北

一道海陸

陰毛武大
罪撃払

命彦別命

古
事
記

※
は
孝
三
段
に
回
す

丹※東高
　2方
波漏士志
国璽気道

…
大
蹴
古
命

…
建
沼
河
別
命

日※

　子若大
回建吉

王離

解
熱

「
神
人
分
離
」
す
な
わ
ち
神
の
統
治
か
ら
人
の
統

治
へ
の
転
換
（
西
田
直
二
郎
説
）
、
　
つ
ま
り
政
治

的
社
会
の
成
立
と
国
家
の
萌
芽
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

　
臼
本
圃
尊
の
物
語
、
と
く
に
そ
の
東
征
伝
承
に

は
王
権
の
東
方
支
配
と
そ
の
過
程
が
う
つ
し
だ
さ

れ
て
い
る
。
東
征
よ
り
帰
っ
た
武
尊
が
甲
斐
の
酒

折
宮
で
御
火
焼
老
入
と
交
し
た
問
筈
歌
の
背
景
に

は
、
東
方
支
配
の
前
線
基
地
と
し
て
の
酒
折
宮
の

存
在
と
、
そ
の
地
を
拠
点
に
「
東
国
造
」
と
し
て

王
権
初
期
の
東
方
支
配
を
担
っ
た
物
部
一
族
の
存

在
が
あ
り
、
美
濃
以
東
で
最
大
の
前
期
前
方
後
円

墳
で
あ
る
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
の
被
葬
者
は
、
物
部

氏
の
一
族
で
も
あ
っ
た
御
火
焼
老
人
そ
の
人
と
推

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
大
和
王
権
と
い
わ
ゆ
る
古
墳
文
化
の
成
立
を
三

世
紀
前
半
と
し
、
厩
本
武
尊
東
征
伝
承
の
背
燈
を

四
世
紀
前
半
に
い
た
る
過
程
に
み
る
と
、
い
わ
ゆ

国
こ
そ
五
撚
紀
申
葉
の
国
造
の
無
数
で
あ
り
、

た
寄
書
倭
国
伝
の

る
。
こ
う
し
た
国
造
お
よ
び
県
主
と
王
権
と
の
関

係
は
、
王
族
お
よ
び
王
権
に
連
な
る
豪
族
、
そ
れ

に
服
属
帰
順
の
豪
族
ら
を
征
服
地
に
封
じ
た
い
わ

ゆ
る
封
建
制
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
主
従
関
係
が

一
括
し
て
中
国
王
朝
に
将
軍
制
の
宮
晶
秩
序
と
し

て
冊
封
さ
れ
て
い
た
限
り
で
、
将
軍
分
封
制
と
呼

ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
列
島
に
遍
在
す
る

前
期
お
よ
び
中
期
古
墳
の
大
半
は
、
こ
れ
ら
の
国

造
・
県
主
ら
が
封
地
に
築
造
し
た
一
族
の
墳
墓
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
文
献
・
記
録
に

恵
ま
れ
れ
ば
被
葬
者
の
特
定
も
可
能
で
あ
る
。

　
現
在
、
臼
本
古
代
国
家
の
成
立
を
め
ぐ
る
学
説

は
、
三
世
紀
説
、
・
五
世
紀
説
・
七
世
紀
説
が
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
七
・
五
・
三
説
が
鼎
立
し
て
い
る
（
都

出
比
呂
志
説
）
。
こ
れ
ら
諸
説
の
対
立
の
背
後
に

は
尺
度
と
し
て
の
国
家
概
念
の
問
題
が
あ
る
。
国

る
国
造
・
県
主
制
の
成
立
は

古
事
記
が
伝
え
る
よ
う
に
成

務
朝
と
し
て
大
過
あ
る
ま
い
。

そ
し
て
宋
書
に
載
す
倭
王
武

の
上
表
文
に
「
東
征
二
毛
人
一

五
十
五
国
、
　
西
服
二
衆
慮
一
六

十
六
国
」
と
み
え
る
工
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

「
軍
尼
一
百
二
十
人
」
に
通
ず

家
概
念
に
は
東
洋
古
典
的
概
念
と
西
欧
近
代
的
概

念
の
両
義
性
が
あ
り
、
前
者
に
よ
れ
ば
、
三
世
紀

の
「
神
人
分
離
」
を
そ
れ
に
充
て
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
、
近
代
的
概
念
に
よ
る
限
り
、

国
家
と
は
④
経
済
的
支
配
階
級
の
統
治
機
構
で
あ

り
、
㈲
公
権
力
（
官
僚
と
租
税
）
の
成
立
、
0
9
地

域
（
地
縁
）
に
よ
る
行
政
区
分
が
必
須
で
あ
る
。

こ
の
三
大
特
徴
の
う
ち
実
証
分
析
の
可
能
な
要
素

と
し
て
嘗
僚
機
構
・
租
税
制
度
。
地
縁
的
行
政
区

分
の
三
要
素
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
決
定
的
指

標
と
な
る
の
が
地
縁
的
行
政
区
分
で
あ
っ
て
、
歴

史
的
に
は
国
郡
制
の
成
立
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ

の
い
わ
ゆ
る
封
建
制
か
ら
郡
県
制
へ
の
移
行
こ
そ
、

古
代
国
家
成
立
の
決
定
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
な
の
で

あ
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
わ
が
圏
に
お
け
る
古

代
國
家
の
二
段
階
を
略
述
す
れ
ば
、
崇
神
朝
に
始

ま
り
、
応
神
魂
、
継
体
朝
、
推
古
朝
を
経
て
文
武

朝
の
律
令
制
に
至
る
五
段
階
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
し
て
、
七
〇
一
年
の
大
宝
律
令
の
成
立

こ
そ
、
五
七
年
の
後
漢
光
武
帝
の
重
厚
王
へ
の
金

印
賜
授
に
始
ま
る
日
本
列
島
の
文
明
化
を
象
徴
す

る
終
局
点
で
あ
っ
た
。
塚
本
文
園
史
は
厳
密
な
意

味
で
は
文
武
朝
か
ら
始
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
盃

る
過
程
は
そ
の
前
史
と
し
て
位
麗
づ
け
ら
れ
な
け
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ロ
　
マ
　
ソ

れ
ば
な
ら
な
い
。
科
学
に
も
と
つ
く
物
語
と
し
て

の
歴
史
叙
述
は
、
こ
の
骨
格
の
上
に
こ
そ
豊
か
な

実
像
を
結
ぶ
で
あ
ろ
う
。

　
　
受
贈
図
書

　
　
　
　
　
（
一
九
九
六
年
六
月
一
一
厩
～

　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
六
年
六
月
二
八
日
）

東
京
学
芸
大
学
紀
要
（
東
京
学
芸
大
学
紀
要
出
版

　
委
員
A
瓜
）
　
　
四
六
、
　
四
七

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
（
東
洋
大
学
）
　
史
学
科

　
篇
一
二

白
山
史
学
（
東
洋
大
学
白
山
史
学
会
）
　
三
二

東
方
学
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
　
京

　
都
六
八

人
文
学
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
　
七

　
八
東
洋
学
文
献
焦
目
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

　
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
）
　
一
九
九
三
年

　
度
日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
　
五
七
八

門
口
本
史
研
究
（
貝
本
史
研
究
会
）
　
　
四
〇
山
ハ

史
学
雑
誌
（
史
学
会
）
　
一
〇
五
－
五

艮
本
学
刊
（
中
華
日
本
学
会
・
中
国
社
会
科
学
院

　
日
本
研
究
所
）
　
二

一
橋
論
叢
（
一
橋
大
学
一
橋
学
会
）
　
一
　
五
－

　
六
田
辺
市
史
研
究
（
田
辺
市
史
編
さ
ん
委
員
会
）

　
八
人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
　
鴎
八
i
二

一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
会
）
　
一
一
一
－
一

史
学
研
究
（
廣
島
史
学
研
究
会
）
　
二
＝
一

史
迩
と
美
術
（
史
迩
美
術
同
悪
路
）
　
六
六
一
五

岐
率
経
済
大
学
論
集
（
岐
阜
経
済
大
学
学
会
）

　
三
〇
一
一

日
本
研
究
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
…
）

　
一
三

注
釈
漂
荒
難
事
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

歴
史
学
と
歴
史
教
育
（
「
歴
史
学
と
歴
史
教
育
」

　
の
会
）
　
五
〇

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
　
四
八
－
六

歴
史
手
帖
（
名
著
出
版
）
　
二
四
－
七

東
洋
学
報
（
東
洋
文
庫
）
　
七
七
一
三
、
四

古
代
文
化
（
古
代
学
協
会
）
　
四
八
－
七

歴
史
（
東
北
史
学
会
）
　
八
六

立
命
館
文
学
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
　
五
四

　
五
鹿
児
島
経
大
論
集
（
鹿
児
島
大
学
経
済
学
部
学
会
）

　
三
七
一
一

　
　
編
集
後
記

　
書
店
で
売
れ
て
い
る
本
を
眺
め
て
い
ま
す
と
、

不
況
が
長
引
く
最
近
で
は
〃
カ
ラ
元
気
の
素
”
が

増
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
日
本
で
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
あ
る
本
が
、
ソ
ウ
ル
の
書

店
で
さ
っ
そ
く
翻
訳
さ
れ
て
山
積
み
さ
れ
て
い
る

の
を
目
回
し
ま
し
た
。
韓
国
経
済
も
以
前
の
よ
う

な
勢
い
が
な
い
と
は
聞
き
ま
す
が
、
煮
詰
ま
っ
た

時
に
求
め
る
も
の
も
似
た
り
よ
っ
た
り
な
の
で
し

ょ
う
か
。
論
文
執
筆
時
に
こ
の
本
の
助
け
を
借
り

な
く
て
済
む
よ
う
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
（
よ
）

本
誌
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
公
開
促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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史
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二
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通
巻
第
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〇
二
号
）

　
　
　
京
都
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吉
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本
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京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
振
替
京
都
〇
一
〇
七
〇
1
ニ
ー
五
【
五
五
番

　
　
　
　
理
事
長
間
野
英
二

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
日
田
二
九

置
潮
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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